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再
発
見
・
牛
久 

第
八
話

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

佐
々
木
・
木
村
・
小
川
家
太
祖
は

皇こ
う
ぞ
く
し
せ
い

族
賜
姓（
賜
苗
）の
宇
多
源
氏

―

源
氏
・
平
氏
の
由
来―

　

源
み
な
も
と

雅
信（
９
２
０
年
～
９
９
３
年
）は
、

平
安
時
代
初
期
の
第
59
代
宇
多
天
皇（
在

位
８
８
７
年
～
８
９
７
年
）の
第
８
皇
子

敦
実
親
王
の
第
一
子
で
、
皇
族
賜
姓（
賜

苗
）に
よ
っ
て「
源
み
な
も
と」の

姓（
苗
字
）を
賜
り
、

臣し
ん
せ
き籍（

人
民
）に
く
だ
っ
た
。
雅
信
の
系
統

は
宇
多
源
氏
と
称
さ
れ
、
こ
の
系
統
か
ら

出
た
佐
々
木
家
は
、
近
江
・
長
門
・
石
見
・

淡
路
・
阿
波
・
土
佐
・
越
後
・
伊
予
・
備
前
・

出
雲
・
隠
岐
の
国
々
に
蟠ば
ん
き
ょ踞
し
て
大
族
に

な
っ
た
。
近
江
の
佐
々
木
宗
家
か
ら
は
木

村
家
が
数
家
分
か
れ
、
そ
の
中
の
一
家
が

後
世
小
川
を
名
乗
り
、
芋
銭
は
こ
の
系
統

の
末
裔
に
あ
た
る
。

　

皇
族
賜
姓（
賜
苗
）は
天
皇
家
の
経
済
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
平
安
時
代
初
期
に

在
位（
８
０
９
年
～
８
２
３
年
）し
た
第
52

代
嵯
峨
天
皇
が
最
初
に
断
行
し
た
。
嵯
峨

天
皇
は
、
貴
族
出
で
な
い
母
よ
り
出
生
し

た
男
子
を
皇
族
か
ら
切
り
離
し
、「
源
み
な
も
と（
漢

籍『
魏ぎ

書
』に
あ
る
故
例
に
ち
な
ん
だ
）」の

姓（
苗
字
）を
与
え
た
。
皇
族
に
は
姓（
苗

字
）が
な
か
っ
た
の
で
天
皇
が
姓
を
与
え

て
臣し
ん
み
ん民（

人
民
）に
く
だ
ら
せ
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
皇
族
賜し
せ
い姓（
賜
苗
）と
い
っ
た
。

以
後
、
天
皇
が
皇
子
に
源
の
姓（
苗
字
）

を
与
え
て
臣し
ん
せ
き籍
に
く
だ
っ
た
の
は
、
仁
に
ん
み
ょ
う明

（
第
54
代
）源
氏
、
文も
ん
と
く徳（
第
55
代
）源
氏
、

清せ

い

わ和（
第
56
代
）源
氏（
こ
の
系
統
か
ら
は

頼
朝
が
出
て
い
る
）、
陽よ
う
せ
い成（

第
57
代
）源

氏
、
光こ
う
こ
う孝（

第
58
代
）源
氏
、
宇
多（
第
59

代
）源
氏
、
醍
醐（
第
60
代
）源
氏
、
村
上

（
第
62
代
）源
氏
、
冷れ
い
ぜ
い泉（
第
63
代
）源
氏
、

花か

ざ

ん山（
第
65
代
）
源
氏
、
三
条（
第
67
代
）

源
氏
、
後
三
条（
第
71
代
）
源
氏
、
順
じ
ゅ
ん
と
く徳

（
第
84
代
）源
氏
、
後
嵯
峨（
第
88
代
）源

氏
、
後
深
草（
第
89
代
）源
氏
、
正お
お
ぎ
ま
ち

親
町（
第

１
０
６
代
）源
氏
の
計
17
流
あ
っ
た
。
17

流
の
源
氏
の
う
ち
で
大
族
と
な
っ
て
最
も

栄
え
た
の
は
頼
朝
が
出
た
清
和
源
氏
で
あ

る
。

　

源
氏
に
つ
ぐ
皇
族
賜
姓
に
平
た
い
ら

氏
が
あ

る
。「
平
」の
名
は
、
平
安
京
の
本
訓
タ
ヒ

ラ
か
ら
き
て
い
て
、
第
50
代
桓か

ん

む武
天
皇

（
在
位
７
８
１
年
～
８
０
６
年
）
か
ら
出

た
桓
武
平
氏
が
最
も
大
族
で
、
最
も
栄

え
、
最
も
有
名
で
、
清
盛
が
平
氏
政
権

を
樹
立
し
た
。
平
氏
に
は
他
に
、
仁
明
、

文
徳
、
光
孝
の
平
氏
が
あ
り
、
計
４
流

を
数
え
る
。

　

源
平
両
氏
以
外
の
皇
族
賜
姓
に
、
第

51
代
平へ
い
ぜ
い城
天
皇
の
孫
行
平
・
仲
平
・
業

平
の
在あ
り
わ
ら原
氏
が
あ
る
。

　

源
雅
信
の
孫
成
頼
が

近
江
国
佐
々
木
荘
に
移
住

―

佐
々
木
を
名
乗
る―

　

源
雅
信
の
孫
成
頼
が
下げ

し司（「
げ
す
」と

も
い
う
）職
と
な
っ
て
近
江
国
の
琵
琶
湖

湖
東
に
広
が
る
蒲が

も

う生
郡
佐
々
木
荘（
現
滋

賀
県
東
近
江
市
小お

わ

き脇
町
）に
住
み
、
佐
々

木
を
名
乗
る
。

　

佐
々
木
成
頼
の
孫
経
方
の

二
男
行
定
が
木
村
に
移
り
住
む

―

木
村
を
名
乗
る―

　

佐
々
木
成
頼
の
孫
経
方
の
二
男
行

定
が
、
蒲
生
郡
下
の
木
村（
現
東
近
江

市
）
に
移
り
住
ん
で
、
木
村
を
苗
字
と

し
て
名
乗
る
。
木
村
家
で
は
、
代
々
、

沙さ

さ

き

沙
貴
神
社（
現
近
江
八
幡
市
）
の
神
官

を
つ
と
め
た
が
、
常
楽
寺（
現
近
江
八
幡

市
）へ
移
り
、
同
地
に
城
を
築
い
て
子
孫

代
々
居
住
し
て
い
る
。

各時代の歴史よりこぼれ話

小
川（
芋
銭
）家
系
譜
①

佐
々
木
‐
木
村
‐
小
川

佐
々
木
・
木
村
・
小
川
家
系
譜

佐々木―木村―小川

略系図

高
島

 　

高
信

六
角

 　

泰
綱

京
極

 　

氏
信

第
59
代

　

宇
多
天
皇

敦
（
あ
つ
み
・

あ
つ
ざ
ね
）

実
親
王

扶す
け
よ
し義

義
経

経つ
ね
ま
さ方

季す
え
さ
だ定

秀
義

定
綱

信
綱

定
道

成
俊

資
経

俊
綱

数
代
不
明

守
重

数
代
不
明

経
高

盛
綱

高
綱

義
清

●
佐
々
木

成な
り
よ
り頼

●
源雅

信

●
小
川賢澄

隼
人
佐定重

●
木
村行定

常
陸
介重茲

長
門
守重成

５
兄
弟
は
源
頼
朝
と
従
兄
弟


